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ご愛用の皆様へ 

このたびは、ガス炊飯器をお買い上げいただきま 

してありがとラございます。 

♦ご使巧の前に、この取扱説明書を必ずお読み 
いたださ、安全に正しくお使いください。 

•この取扱説明書の裏表紙び保証書になってい 
ます。内容をよくご確認のうえ、大切に保管 
して < ださい。 

•本製品は業務巧として作られていまず。一般家 
庭用には使用しないでください。 

参使用者が代わった場合には必ずこの取扱説明 
書を読んでいたださ、かつ指導してください。 

•本製品は国內専用でず。海外では使用でさま 
せん。 

春取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの 
販売店または当社事業所に連絡して再購入し 
て < ださい。 
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安全上のご注意(必ずお守りください) 


この取扱説明害および製品への表示では製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのを害や 
財産への續窒を末然に防止するために、いろいろな給表示をしています。 

その表示と意嚇ま次のようじなっています。巧容をよく理無してから本义をお読みください。 


A 危険 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が死亡、重傷を負う危険、また 
は义炎の危険が差し迫って生じることが想をされる巧容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死こ、重傷を負う巧能姓、ま 
たは义巧の可能性が想をされる巧容を示しています。 

么ミ主意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物的續害 
のみの発生が想定される巧容を示しています。 


•繪表示については次のような意巧があります。 


A 

この絵表示は、気をつけていただきたい「を意唆起」内容 

発乂ま意 

です。 

高温ま意 

0 

この給表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

义織止接軸禁止 

嫂 分解禁止 

〇 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」巧容です。 



么危橫 


ガス漏れ時のご注意 


•ガス漏れの跨は、义をつけたり電気器具①ス 
イッチの「入•切」、電源プラグの巧き差し、 
周辺の電話など使巧しない。引义しな発事が 
を起こすことがあります。 


•巧ーガス漏れに気付いたら 
① すぐに使馬をやめガス爸を閉じる。 

③窓や戸を開けガスをかへ出す。 

③版売店またはガス事業着-供給業者に連絡す 


>使用ガスについてのごを意 

参機器が使用ガス(使用ガスグルースに適合していることを機 
器の銘板で確認してください。 

•表示政がのガスでは使用しないでください。不完全燃焼によ 
り一酸化炭素中毒になったり、爆発着火でやけどしたりする 
ことがありまず。また、故障の原因にもなります。 
•転居されたとをにを、供給ガスの種類び銘板の表示と一致し 
ていることを、必ず確かめて<ださい。 

《ガスの種類には都市ガス数種類と LP ガスとびあり、都市ガ 
スにはガス巧レーフの区分が友ります。 


機器の銘板は 
炊飯燃焼部に張って 
あ0ます。 


〈表示の巧容> 

形式の呼び 

^ガスの種類およびグループ 
ガス消費置 

(51^ 月が よび製造番号 YS 
販売業者名^- 


ガスの種巧を 
確かめる 


例）08.04 (2008 年4月製造） 


〇 


♦設 面に ついて 

♦乂災予防条例で定められています。赵ず守ってください。距離び近いと火災の原因になりまず。また 
可燃性の壁にステンレス鋼板などを直接張った場合でも可燃物と同様の距離び必要です。 

♦機器を設置した後、機器の周囲の改造をしないでください。(例えば、機器を國ったり吊り戸棚をつけ 
る觀設置基準上問題となる場合があり、また、不完全燃焼ゃ乂がの原固になる場合があります。 
•台の下等熱気のこもるところに設置しないでください。不完全燃焼や、故障の原因になりまず。 


♦周囲の壁などび木材の f 
ょぅな巧誦の場合 
•壁から 15 cm じ U :、 J 

上方3日 cmliU :、 3を cmiU 上 
必補してください。 Ijhr ^ 

15 靡 


IScmliLb 


巧!燃物の壁か引日加 n 
が上離はない場合 
I 防熱板を壁に取り 3 cmli 
付けてください。 

防熱板〜 

0 cm 化1;ド 

捕 

隙間をあける、、 I 


公編上1已崎 




诚 cm な上 



防熱板について 


3 稼 



3 cm な上 


----有害な変ぉのなぃょぅ 

ステンレス鋼板日. emm 政上補強してください。 


A 警告 


安全 Gtf 養 17ミ<ださい。 













A 警告 


•子供だけで使わせたり、幼児の手の届<とこ 
ろで使わないでください。やけど•けびをず 
る恐れびあります。 



IH 


•タオル•ふさんなどを機器にかぶせないでく 
ださい。不完全燃焼や機器の損傷•乂災の恐 
れびあります。 ^ 



A 警告 


•ご使用中にふだんと違った状態になったときや、 
地震•火災などの場合、あわてずに使用を中 
止し、ガス栓を閉じてください。 



• f 繩郝構！; m ® 人は、綱に分解したり瓣- 
改造は巧わないでください。火災•ガス漏れの 
恐れや異常動作しロブびをすることびありまず。 



分辭禁止 


A 注意 


r 


•ガス 事故防止 

ゴム管はみ 13 mm (都市ガス用）、 09.5 mm ( LP ガ 
ス用•都市ガス用）のガス用ゴム管(検査合格又 
は JIS マークの入っているもの）を使用してくだ 
さい。又、ひび割れしたり、差し込み口びゆるん 
でいるとガス中毒やガス爆発の原因になります。 
傷んだゴム管は必ず取り替えてください。 


-ゴム管は、ゴム管口の赤線まで差し 
込みゴム管止めで確実に止めてくだ 




•炊飯じ例の用途には使用しないでください。 
過熱•異常燃焼による乂災などの原因になり 
ます。 


，か 

























♦炊飯中、炊飯後は、炊飯レバー•点乂レバー 
□火レノ（一む州ま高温になっていますので、 
手を觸れないでください。やけどをすること 
びあります。特に幼児にはさね6せないよラ 


ごを意ください。 




接触禁止 




が嫩中は、排気□から高温の排気が出ますので、 
顔や手などを近づけないでください。また、炊 
飯直後にふたを開けると _ 

をの蒸気にをミ主意してく 
ださい。やけどをするこ 
とがあります。 S 


A 

高痛を意 



♦ノ くーナー部にしやもじなど可燃物び落ちてい 
ないか確認してください。炊飯中に燃え出し 
危険です。 


発义注意 


>感熱部•感熱部受けのお手入れはこま剧こ巧つ 
てください。巧れていたり、炊飯かまとの間に 
異物びあると、センサージ^ 

び正常に働かないことが 

あります。 V ふム 


〇 


遍 


•使用後は消火を確かめ、お出かけ-おやすみ 
になるとさはガス栓を必ず閉じてください。 






化郑屋の換気口 (給気口 •排気 □) は、常に確保 
し、物などでふさびないでください。又、使用 
中は換気扇を回すなど 、I • * 

換気にごを意ください。 

又、熱気びこもらない \ 2h \ 

ような場所に設置して V 
ください。 i 



>点火するとをは、点火確認窓に顔を近づけ過 
ぎないようにしてくださし、やけどをするおそ 
れびあります。 L >、、た 


八逸 f 蝶 


S) 



ヴ V’’-/ 


5 




m 


参使用着び変わった場合には、必ずこの取扱説 
明書を読んでいたださ内容をよ<理解してか 
らお使い < ださい。 


盧 


■炊飯上のお願い 

•洗米び不十分ですと、ニオイ、黄八ミやげ飯不良の原因となりますのでミ主意してください。 

•お米を洗いずぎて米粒が割れルさくなったとき、また、ル米が大量に入ってまずと早切れずることがあ 
0ますのでごを意 < ださい。 

•続けて炊飯される場合、炊飯かまの內底を良く洗い機器が十分冷えてから炊飯してください。洗い残しが 
あったり、十分に冷えていないと早切れしたりしてラまく炊き上がらないことがあります。 

•この炊飯器は白米専用に調整されております。 

参かやくご飯や五目ご飯をげ飯される場合 

’お米の量は最大！炊飯量の50〜60〇/〇 (己日％が望ましい）位にして炊いてください。 

‘具を入れる前にお米を水加減し浸漬した後、炊く直前に具をお米の上にのせ、かきまぜないでください。 

. 具の種類や水加減によっては早切れしたり、吹きこぼれしてうまく炊さ上がらないことがあります。また 
炊き上びっても底に焦げ色びつきます。 

•添加物(油等)、調な料(バター、ケチヤツ::^も含む)を入れて炊飯すると炊飯不良の原因になることが 
あ0ます。 

•ちち米を混ぜて炊飯した場合、ちち米の量によりラま<炊けないことがありますのでごま意<ださい。 


■無統米を炊くときのポイント 

•水を力にた後、かき混ぜる 

無な米は水を加えると米の表面に気泡びでさて、水が吸収されにくくなりまず。かを加えた後、かるくか 
き混ぜるとお米の周りの気泡び取れ、かを吸収しやすくなります。 

•1 〜2度すすぐ 

無洗米の種類によってはデンフン質び多いちのびありますので、そのまま炊飯すると炊飯不良の原因に 
なります。1〜2度すずいでにごりを少なくしてからの炊飯をお勤めします。 

炊飯量の多し儒合は、特によくすすいでください。また、炊く前に蓋の底から整くかき混ぜてください。 
♦すすびずに炊飯するとさは米量を制限 
炊飯かまに表示している米量までにしてください。 

(表示の容） 

炊飯器のタイプ 米量 

10リットルタイプ…61<長まで （=4 升、=ス2リットル） 

8リットルタイブ •- Skg まで （= 約 3.3 升、=目リットル） 

6リットルタイブ ’’ Ak 長まで（二約 2. 7升、 =4.8 リットル） 

•お米をひたす 

浸透時間は一般の米と同じで夏場3。分、冬場6□分く 5い必要です。 


気をつけていただをたいこと 


{な全のために必ず巧つて <ださい。 





















使用前の準備 


1•使用ガスを確認する） G 3 •設置場所の注意 


•炊飯器の銘板に表示しているガスの種類とお 
宅のガスび一致しているかまず確かめて<だ 



■ガス接続 

•ガス接続口搔は01 3 mm (都市ガス用）0 9.5 
mm ( L 戶ガス用-都市ガス用）ホースエンドに 
なっています。 

•ゴム管はガス用ゴム管を用い、折れたりねじ 
れたりしないよう、できるだけ短く （ 2 mlU 下 
で適当にゆとりを持たせる）また機器の下を通 
したり機器に触れたりしないよラにしてお使 
い < ださい。 

•ゴム管はゴム管口の赤線まで差し泣み、ゴム 
管止めで確実に止めてください。 

参ゴム管の継ぎたしおよびこ又分岐は行わない 



•づム管はガス用ゴム管を使用し、ビニール管 
は絶対に使用しないでください。〔ビニール管 
は弾力性びなく熱にも弱いです。）またひび割 
れしたり、差し込み□びゆるんでいるゴム管は 
必ず取り替えて < ださい。 

•ヒューズコックをご使用の場合は、ガス種、ガ 
ス量に適したヒューズコックをお選び< ださい。 


•安定した、落下物や風のむ配のなし、所 

棚の下など落下物の危険がある所や、傾斜し 
た所、不安定な巧、風の当たる所では使用しな 
いでください。機器の上に落ちたちのび燃え 
て乂災になったり風により作動不良の恐れび 



参可燃物のない所 


機器の上やまわりには可燃性（カーテン•紙 
ぶくろなど）や弓 I 乂性（スプレー吿など）のを 
のは置かないでください。使用中に近くのを 


のび燃えて、乂災になることびあります。 


0 

•水や熱のかか5ない所 



水のかかる巧や湿気のある巧、他の熱源(調理 


器，焼物器等)の近くでは使用しないでください。 


機器の損傷や故障の原因になります。 



田 


•換気のでをる所 

お部屋の換気口（給気□•排気口）は常に確保 
し物などでふさびないで < ださい。又、炊飯中 
は換気扇を回すなどして換気をしてください。 
及、熱気びこもらないような場所に設置して 
<ださい。 、 ■ ■' 



〇 


がた%ゴ' 


♦湯沸器の下に設置しないでください。 
湯沸器び誤動作することびありまず。 


'、 • 

馬飾 
", 

~®~i 


0 



•幼巧の手の届かない巧 

幼児の手の届く所では使用しないでください。 
本体に触れてやけどしたり、蒸気でやけどする 
恐れびあります。 


0 


\ ぞ驗 * 


)ぃ 


参周囲の壁などが木材のような可燃物の場合 

壁から1日 cmiiLh 、 上方30〇の1^1上、 

必ず離してください。 


3岛 cmli (上 


15 c 祕上 


〇 



1 5 cm な上 


巧燃物の壁か引日 cm な上離せない場合 

防熱板を壁に取り付けてください。 


Ocrr WiK^ 卜 


巧問をおける 


〇 



終 3」 


晩! a 板について 

鋼 板日. 6 mm な上_ ぉ ^ gg 

っ一、，1っ伽广 n 。 ，、，しのないよラ補強し 
又レス鋼板日.目 mm じ(上て < ださい。 


4遥ゃ上方と間隔をとる 



^■お使いになる前に 



回 













各部のなまス 


•炊飯方法(炊飯前の準備) 


ふた取っ手 





感熱部 


口义 バーナー 
(パイロットバーナ 

ゴム管口 


器具お 

/ RR -30 SH'SK 、 

RR -40 SK にはありません 
、 RR ‘50 SH.SK _ ノ 

点义レバー 


炊飯受け皿 



■誦彌細 • 


はじめてお巧いのとを） 

•炊飯かま’ふたなどは中性洗剤で 
洗った後、水洗いしきれいな布で 
十分に水気をみきとつてくださし、。 


凸 


•消毒のため炊飯かまを煮沸するとをは米のとざ汁を8分目位 
入れて煮沸して<ださい。ご飯ちこびりつさにく<なりまず。 
-水費によっては炊飯かまの巧面び黒っぽく変色することび 
ありますび、全<書はあ0ません。 

•炊飯！;(かの使い方をした場合（たとえば、食品の煮沸消毒に 
使ったり、蒸し器として使った場合など）、炊飯かまの内面 
が黒っぽ < なります。 


1. お米を正し < 計る。 

2. お米を洗 5。 

•たっぷりのかで手早く十かに洗ラ。 

洗い足りないと、ニオイ-黄バミや炊飯不良の 
原因になります。 

•泡なて器を使わないでください。 

•就米機に長時間かけると割れ米びをくなり、炊飯 
不良の原因になります。 

が圧式では、約3分び目安です。但し、水圧の 
違いで時間は変化します。 

•気圧、水質、か温、米の種類、古米等の条件に 
より、炊飯能力び変わることびあります。最大 
炊飯量でラまくご飯び炊けない場合は8割程度 
の炊飯量をおずすめします。 

3. 水加減。 

♦炊飯かまの水位目盛は標準の水加減です。お米 
の種類やお好みに合わせて水加減してください。 
•水加減後30分〜1時間位水につけておをまずと 
十分水分を吸収しおのないおいしいご飯び炊を 
あびります。 

-夏場30分-を場1時間位が適正です。 

添加物（油等）、調が料（バター、ケチャップ等 
を含む）や具び沈搬するとラまく炊けない原因と 
^なるのでかきまぜずすクこ炊飯してくださし、。^ 


參米の換算表(熱) 


1升= 1.5 kg = i.se 

2.4 C =2.00 kg 二約 1.3 升 

1 kg 二].2 C = 6.7 合 

3. CIC =2.50 kg = 約].7升 

Ifi = 0.83 kg = 己. 6 含 

3.6£=3.00 kg = 及0升 


4.0 C 二 3.33 kg = 約 2.2 升 

6.0 e =5.00 k 呂二約 3.3 升 

9.0 e 二 7.5 日 kg 二 5•日升 

10.日 fi =8.33 kg = 約 5.6 升 



4-かわくを炊旗燃巧部に正しくのせて、炊おかまをかねくに 
セットし、ふたをしまず。 


•外わくが炊飯燃焼部よ〇ズレてセツトされた場合、または炊飯びまびがねくにをちんとのつてい 
なくて傾斜して浮いている場合は、あらためて正しくセツトしなおしてください。 

•炊飯かまの底についたがや異物び立消え安全装置やノ くーナーについて、点火不良およびノ（ーナー 
目づまり燃焼不良の原因になりますのできれいにふさとつてください。 




使 

用 

ち 

ま 


の 








欢飯方ま（巧飯) 


娘飯 


•点乂レバー、□乂レバー、炊飯レバーびすべて「閉」の位置 
(上部)にあることを確かめてからガス松器具栓 ( RR -30 SH * 
SK ‘40 SK •已 OSH . sk には扳〇ません）を開し、て < ださし^0 

1-□义パーナーの点义_ 

♦点乂レバーを下へ「カチッ」と音げするまでゆっくり押 
し下ばて、そのまま数砂間(日秒公上)待ってください。 
•手をはなしてち□乂バーナーに点火していることを点 
火確認窓から確かめて < ださい。 

点火 レバー だけび ちとの 位置に を どり、口乂 レバーは セ 
ット されたままです。 ク 

f ※点乂レバーか S 手を離したとさに乂げ消えた場合 
は、押し下げ時間の不足です。ちラー度同じ操作 
を繰り返し、点乂レバーを押している時間を前回 

より長くして、ゆっくり手をはなしてください。 

\_ _ _ J 

2.メーンパーナーの点义 

r -- 

•口火バーナーに点义したことを確かめた上で、ち側の 
炊飯レバーを押し下げると、メーンバーナーに点火し、 

炊飯をはじめます。このとさ、必ずメーンバーナーの 
点义を確認して < ださい。 

•げ飯中は、口义バーナーを消さないでくだをい。 

r 炊飯レバーを押し下げた際、手を離しますと途中まで炊 
飯レバーびもどりますび、セットはごれています。 , 

•万ーメーンバーナーに点乂しなかったり、炊飯途中で 
义を消すとさは、炊飯レバーを r カチッ」と音びするま 
で強く弓1き上げてくださし、。_ 

1※点义の順序を逆にしますと点乂はできませんので 
点乂レ ;(一を押さずに鍵に炊飯レノて一を押さな 
いでください。ご使用中などに燃えかたびおかし 
いときは、一旦消乂した後、バーナーの点検をし 
てください。バーナーの炎□にほこりがつまった 
り、煮こぼれ汁がついたりすることびありまずの 
で、バーナ ー- び冷えてから炎□の掃除をし、をラ 
一度点乂してください。 

なお、ご不審な場含は、お買し化げの販売おか、 

当社事業所に連絡して < ださい。 


み 


器具栓 r 開」を示しまず 



m 点乂、 
レバー 



□义レバー 


の点义〜 
レパー 



回炊飯 
-レバー 


化款- 一 gsl □义レバ- 

炊 は、口义 
バーナーを消さ 
なしでください 。 J 
◎炊飯 ^- ' 

レバ—' バジミ^* 


圧！点义- 
レバー 


口义レバー 



の 



3.自動的に消义します。 



4-ご飯をむ6します。 


•消乂してすぐにふたをとりますと、おいしいご飯に 
なりません。消火してから必ず1曰〜2日分程度むら 
して < ださい。 

♦むらし中は、口乂バーナーを消さないで<ださい。 
♦むらし終了後、ご飯をよくほぐし、□乂レバーを上 
に引き上げて、口火バーナー'を消'乂してください。 
口义レバーをそのままにすると、ご飯びこばること 
びあります。 

•ご飯をほぐすときは、ご飯全体をむらなくかき回し 
て余分な水分(湯気)を放出して < ださい。 


5•使用を 



•この機器の空気調節は固定式のため、調節の必要はあり 
まはん。そのままお使いください。 


0 # (D 

炊飯中や炊飯直後は、ふた、炊飯かま、炊飯かま取っ手、がわ <、炊飯燃焼部 
は、高温になっていますので、取り扱いには十分ごミ主意ください。 



旧 







とかたヴけとお手入れ 


mmsAj まず確かめてください。 1. ガス栓び閉まっている。 2. 本体び冷えている。 


t そのつどのお手入れ^ 


♦巧飯かま 

•炊飯ごとに炊飯かまについたごはん粒、 
おねば等を洗い落とし、つねに水切りよ 
く保存して < ださい。 

•水を入れたままや、水滴びついたまま放 
つておいた場合、炊飯かまの内面び変色 
することがあります。変色しておち害で 
はありませんび、放置すると変色び進行 
しますのでクレンザー等で磨きとつてく 
ださい。 

炊飯かま底面の感熱部受けの巧れをきれ 
いにみさとってください。異物びつくと 
炊飯不良の原因になります。 


•ライスネットをお使いになる場合 

♦炊飯ごとに必ずライスネットと塞のお手入れを行ってください。 

•炊飯後はそのつど、されいに洗ってください。目づまりしていると、早切れ、炊をむらの原因 
となります。手洗いでは不十分ですので、洗濯機 r すすぎモード」で水洗いされることをおす 
すめします。 

•毎日の炊飯回数に応じた予備のライスネットを巧意され、きれいに洗われたものを1回に限 
り使用していただく方法をおすすめします。たとえば、1曰5回炊飯の場合は、5枚のライス 
ネットを用意する。 




♦巧飯燃焼部 

炊飯受け皿び巧れたとさは、水洗いして< 
ださい。その後、乾いた布で水気をとって 
<ださい。炊飯燃焼部には、ま全装置げ組 
み込まれていますのでめ (5 さないでください。 



♦立消え安を装置 


やわ5かな布などでちれをふきとってくだ 
さい。ミちれていたり、位置び変わると点乂 
しに<<なります。固いちのをぶつけ r こり 
して位置を動かさないよラにしてください。 



•かわ< 

水洗いします。ミちれのとれにくいとさは、 
中性洗剤でミ先って、その後、乾いた巧で水 
気をとってください。金属タワシなどで強 
く洗いますと、ほラろラびいたみますので 
ごミま意 < ださい。 



バーナー炎□がつまっているとさはけがを 
しないように手袋などはめて針金などでと 
り除いてください。感熱部の巧れびこびり 
ついて取れないとさは極細目のサンドペー 
パー（目のあらさ4 0 〇番程度）で表面に傷 
びつかない程度に軽 < こすって < ださい。 



A 警告 


修理技術者仪がの人は、絶 
巧に分解したり、修理、改 
造は巧わないで < ださい。 
乂災•ガス漏れの恐れや異 
常動作してけがをずること 
があります。 


分解禁止 


r-fMSi - 

•プラスチック•印刷 • 塗装面ほうろラのお手入 
れには酸性‘アルカリ性の洗剤、アルコール， 
シンナー•金属たわし、ナイ□ンたわし、クレン 
ホ-(みびき粉)などは使わないでください。 

旨爵参膠の 

pj 金属たゎしナィロン 


5ガキ巧 


金属たわし 
>アルカリせ洗巧 



- . 機器本体にはを全に関するを意ラベルび張ってありまず。巧れたり、読めなくなったとをには、 

^ RSl やわらかい巧などでミちれを拭をとコて<ださい。また、お手入れの腳こは、はがれないよラごを 
J 意ください。はがれたり、読めなくなった場合は、お買い上げの販売店または当社事業所で新し 
-^いラベルを再購入のラえ、張り替えてください。 


巧 
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故障 • 異常の見分け方と処置方法 


♦ご使用中にふだんと違った状態になったとさや 
不都合び生じたときは、そのままお使いにならず、 
ただちに使巧を中止して十分な点検をお願いし 
ます。 


A 警告 


使用中に異常を感じたとき 
り）すぐ使用を中止する 
(2) あわてずガス检を閉める 


現 象 


点乂しない 
為义しに<い 
使巧中に消火した 



炎び安定しない 
黄炎で燃える 
異常音をたてて燃文る 


ガス栓•器具栓び全開になっていない 
機器セット不良 
ゴム管の折れ®び0,つぶれ 
点乂操作が適切でない 
LP ガスがな < なじかけている 
ヒューズつツクイち動 


全開にする 
づ亞しくセットする 
与4斤れ.巧びりを直す 
づ押し時間を長くずる 
づ新しいボンベに交換する 
与ガス栓を1度蘭にして開にする 


1. バーナー炎□づまり 

2. LP ガスびなくなりかけている 


口づまりを掃除する 
づ新しいボンベに交換する 


ご飯びうまく炊けない 
• 自動消乂しない 
• 早切れずる 
•ふさこぼれげ多い 
-ご飯がこばる 
• 炊をむらがある 


機器が傾いている 
機器セット不良 

感熱部•感熱部受けの汚れ’異物付着 
か如減不良 
洗米不良 

ご飯をほぐしていない•むらしていない 
ライスネット使巧時ライスネットの目づまり 
ゴム管の折れ 
ヒューズコックの作動 


^正し < 設置する 
正しくセットする 
づ巧れ‘異物を取り除< 

づ正し< か加減する 
=>正し < 洗米する 
為巧〜20分むらし後、よくほぐす 
づライスネットをよく洗ラ 
=^4斤れ‘巧び0を直す 
与ガス栓を1度開にして蘭にする 


ガスのにおいびする 


ガスゴム管のひび割れ • 巧あを 


与^ガスゴム管を交換ずる 


ふさこ樣れや風などで 
炎が消えたとを 

(巧な中に□火レバーを 
上ばてち同じでず） 


ま全のため立消え安全装置び働さ、目動的にガスが止まります。 

消乂に気づいたと讶ま、すぐをてのレバーを r 止」にしてください。 
再点乂ずるときは、周囲にガスがなくなつてから点义操作してください。 


政上のことをお調べの上、なお異常のあるときは、ご自分で修理なさらないで、 
お買し、上げの販売店か、当社事業所に修理を依頼してください。 


寸法図 



(口 OL •ミ)冥 
(09) のの 
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仕様 



■個別ガス消費量 (1 時間当0のガス消費量： kW ) 


式の呼び 

\ RR -30 S 1 RR -30 SH RR -30 SK RR -30 S 1 -A RR -30 S 1- 目 RR 40 S 1 RR 40 SK RR -50 S 1 RR •日 OSH R 帖 OSK 

使用ガス\_-__ _ 


LP ガス 

5.54 

6.40 

一 

9.34 

10.3 

9.34 


13 A 

5.52 

6.40 

已 .52 

9.30 

11，0 

9.30 


12 A 

5.17 

5.99 

5.17 

8.66 

10.3 

8.66 


6 A 

己.81 

6.45 

— 

9.53 

11，2 

9.53 


6臣 

5.81 

6.57 

一 

9.71 

1 1.3 

9.71 


7 C 

6.10 

6.80 

一 

9.88 

1 1.6 

9.88 

都市 

6 C 

日.64 

6.28 

- 

9.30 

10.8 

9.30 

ガス 

已 A 

己.81 

6.4 日 

- 

9.30 

10.9 

9.30 


己 B 

己.76 

目.40 

一 

9.24 

10.8 

9.24 


已 C 

己.64 

目.40 

- 

9.30 

1 1.0 

9.30 


5 AN 

己.58 

6.40 

- 

9.30 

10,9 

9.30 


4 A 1 

5.35 

目.34 

- 

8.78 

9.88 

8.78 


4 B 1 

5.41 

6.4 日 

- 

8.90 

10,0 

8.90 


4 C 

5.70 

日.69 

— 

9.30 

10.5 

9,30 


《仕様は改良のため予告な < 変更することびあ0ます。 


m 



♦保管（長期間使用しはい場合） 

各部の巧れを取り除を、十分に乾燥してからほこりなどの異物が入らないよラにビニールに包み、 
お求めになったときのパッキングケースに入れ湿気やほこりのかないところへ保管してください。 
特にガス通路部分（ゴム管口など）には、ほこりが入ってガス通路をつまらせないようにしてく 
ださい。 


•アフターヴービスにごいて 
■サービス（点巧-修理など）を巧巧をれる前に 

•15 ページの「故障•異常の見分け方と処置方法」の項を見てちラー度ご確認ください。 

確認のうえそれでも不具合がある、あるいはご不明な場合は、ご自分で修理なさらないで、必ず 
ガス栓を閉じ、お買い上げの販売店か、当社事業所にご連絡ください。 

•アフターサービスをお申しつけの際は、次のことをお知らせください。 

①品名.ガスの種類 ④ご住所-お名前-電話番号‘道順 

③形式の呼び(銘板表おのもの） ⑥訪問ご希望曰 

③故障または異常の内容（でさるだけ詳し <) 

■巧居をれる場合 

•ガスには都市ガス数種類及びし P ガスの区分があります。 


警告 


ガスの種類（ガスグループ）が異なる地域へ転居される場台には、部品の交換や調整が必要となりまずので、 
賴居巧のガスの種類を確認のラえ、範居先のもよりのガス事業者にご相談 < ださい。 


•転居にとをなラ調整や改造に要する費巧は、有料となります。 

■ f 呆証について 

♦裏表紙び保証書になっていまず。 

•当社は保証書に記載してあるように、機器の販売後、機器に故障びある場合、一定条件のもとに、 
無料修理に応ずることを約束いたしまず。（詳細は保証書をご覧ください。） 

♦必ず、「販売店•お買い上げ曰」などの記入をお確かめになり、保証書の内容をよくお読みくだ 
さい。 

保証書を紛失されますと保障期間巧であってを修理費をいただく場合があります。 




■アフターサービスなどの連結巧 

•お買い上げの販売店か、フリーダイヤルにご連絡ください。 

(別添の「連絡先一寶表」を参照してください。） 

■おさ様の個人晴强の取り扱いにごいて 

♦当社は、お客様よりお知5せいただいたお客様のお名前-ご住所‘電話番号などの個人情報をサー^ 
ビス活動および安全点横活動のために利用させていただく場合びございますのでご了承<ださい 。と 
♦当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に雲託する場合、法令に基づく業務の履行または 、 g 
権限の行使のために必要な場合、その他正当な理由びある場合を除を、当社政外の第兰者に個人情 
報を開示-提供はいたしません。 
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保証書 


この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたものでず。 

本書は、お客様の正常な使用が態において万一故障した:場合に、本菌己載內容で無料修理を巧うこ 
とをお約束ずるをのです。 


記 

1. 保証期間はお買い上げの曰から1年間とし、機器本がを对象としまず。 

保記期間や故障び発生した場合は、本害をご提おの上、お買い上げの販売店に修理をごが頼ください。 

ただし、消耗部品は、な記の巧象ではありません。 

2. ご乾居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談<だごい。 

3. ご贈答品などで本保証誓に記入してあるお買し^上げの販荒间こ修理びご依頼できない場合には、別流の『連抱制 
一黄表をご驚の上、尝社事業所にご連絡ください。 

4. 本保証害は、再発巧いたしませんので大切に保存してくださし、。 

己.無料修理についての規沿ま下記をごおください。 

無料修理規定 


1 . 取扱!緋^書、本体貼付ラべレなどのを意書にがった正常な 
使用状態で故障した場合には、お買し)上げの販売店または 
をよ0の弊な窓□び無料修理いたしまず。 

呂.保証期間巧に故^して»1修理を受ける場合は、お？ 

げの販売店にご謡の上、巧張修理に際して本誓をご 石 
ください。なお、離島および離島に準ずる遠隔地への U 
胃を巧った場合には、出張に蟹ずる実費を申し受けま S 
3. 保証期間内でを;欠の場合には有料胃になりまず。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障およ 
び損傷。 

に） お買い上ば彎の誦 81 ^所の移動、 落下などによる故障 
および装 

(八）义 參パ地 撰 \巧、 その他の天災地を、公害や 
にぶる 故障み な (損煩。 

r . 船舶への搭載 奇汤 i された場合の故障および 
'損傷。 

的） ：げょし媽合。 

本書にお買し、上1^巧曰、 iSptea の記入びない場合あ 
るいは字ち]を書を替えられ た、 

卜)\ 指定がの燃料、使巧惑 m 里圧) 巧讓 巧に よる故障および 

(チス さ^な どによる熱置変更に伴な 夕 ‘謂控の場合。 

ぉ買し が ぉょび販売店を 


いてのみ有効でず。 
varrantyTf 心り d only in Japan. 

ごめ 保記誓は本 害を ちした 期間、条件のをとにおいて 
無料修理をお 約ます^ ち吟 です。従つてこの保証誓によ 
つて保詰書を縣于 しづみ^ (保詰責任者)、およびそれ 
m かの事業者に対する 迫 の法律上の権和を制限する 
ちのではありません。 保1^(|||経過後の修理などについ 
てご不明の場合は、お買し もホ k ) 版売店または別添の「連 
、絡先」一裳表をご裝の上 I 当 巧 lilp にお問い合わせ <だ 
ん、。 


ぉ 買喻ブ 曰 

心 月 曰 

販 がお 

-- 

扱 


住 


者 


電話番 ^ 、 

_ 

印 



お 

この保詔誓をお受取りになると讶こお買し化ば日、販売店名、扱者印が!日入してあることを確認してください。 


■ J ン f イ株式会社 

M 〒454-0目02名古屋市中川区福を町2番26号 

m TEL 代表日52巧目り脚1 


變參綾ミ 


0 y ン t イ株式会社 







































